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令和７年度 

 長崎国際大学 国際観光学科 入学試験問題 

編入学試験 

小 論 文 （国内Ｄ）  （６０分） 

 

 

注 意 事 項 

１ 解答開始の合図があるまで，この問題用紙を開いてはいけません。  

２ 解答用紙には次の記入欄があるので，監督者の指示に従って，それぞれ正し

く記入しなさい。 

① 受験番号欄  

   正しく記入されていない場合は，採点できないことがあります。 

② 氏名欄 

   氏名を記入しなさい。 

３ 問題用紙にある下書き欄は適宜利用してよいが，切り離してはいけません。  

４ 試験終了後，問題用紙および解答用紙は机上に残しておきなさい。 
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問 長崎市においては，２０２１年に JR長崎駅前に開業した国際会議施設「出島メッセ長

崎」を皮切りに，「１００年に１度」と言われる新しいインフラ作りを中心としたまちづ

くりが行われている。更に，２０２４年には，プロスポーツチームの本拠地となるサッ

カー場と多目的アリーナをはじめ，ホテル，オフィスビルなどによる複合施設「長崎ス

タジアムシティ」が開業する。 

プロスポーツの観戦による観光のメリットとして，対戦相手となるアウェイのチーム

のサポーター（またはブースター）がホームゲームの地域を訪れることによって，試合

観戦のための交通，宿泊の消費だけでなく，観光面でのメリットも期待される。 

このようなスポーツツーリズムの 1 つの形態である「アウェイツーリズム」により長

崎におけるスポーツを軸とした巨大な装置の完成により，期待できる具体的な観光メリ

ットを１つ挙げ，それがより良い効果を生むために必要な視点について，自身の考えを

８００字以内で述べよ。 
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下書き欄 
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